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研究成果の概要（和文）：

インターネット上の英語文書を多読・速読練習し、学習履歴を自動的に記録し、学習者と教員

が一目で確認できるシステム、PREMAβ（プリーマ・ベータ）を開発した。さらに、読み込んだ

ホームページをなんら加工することなく、ハイライトとクリックだけで、語彙レベル・リーダ

ビリティスコア、読語数・読書時間・１分間あたりの読語数を表示・記録する機能を備えてい

るブラウザタイプのアプリケーション、PREMA を開発した。

研究成果の概要（英文）：
PREMAβ(beta) was developed as software that allows users to use text from the Internet
for extensive and speed reading practice, and automatically records user data so that
learners and instructors can easily track progress. This software was further developed
into PREMA, a browser-type application, that displayed and recorded the difficulty level
of vocabulary, word count, and reading speed in words per minute just by highlighting
and clicking on target text on a homepage.
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2011 年度 500,000 150,000 650,000

年度

総 計 2,800,000 840,000 3,640,000
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１．研究開始当初の背景
日本人英語学習者の大きな弱点のひとつ

は、ネイティヴスピーカー同士が話す簡単な
日常会話さえ正確に聞き取れないことであ
る。彼らは、なんとなく聞こえてきた単語と
文脈から内容を理解しようとするトップダ
ウンアプローチに頼る割合が多く、しばしば
的外れな答え方をしてしまう。このような推

測に頼らざるを得ない事態を極力避けるに
は、言語知識から内容を理解するボトムアッ
プアプローチの割合を上げていくしかない。

２．研究の目的
言語知識から内容を理解するボトムアッ

プアプローチの割合を上げていくために、
我々は前研究課題で、学生個々のレベルに合
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わせて苦手なパートを集中矯正する e-ラー
ニングシステムを研究・開発し、結果、「音
韻分析がうまくいかず、リエゾンや弱音が聞
き取れない問題」に対して有効であることを
明らかにしてきた。そして次の課題が、ナチ
ュラルな会話スピードに学習者の意味処理
スピードが追いつけない問題であった。本研
究課題では、この問題を解決するために、持
続的、かつ効果的な多読・速読学習法の提供
を可能にするリーディング用プログラムの
開発し、多読・速読による意味処理スピード
のアップを図る仕組みを確立することを目
的としている。

３．研究の方法
我々が日本人大学生 193 人(3 大学、理系・

文系混合)に対して実施した英文読書速度の
調査結果では、読書速度の平均は 102.69WPM
で、毎分 60 語から 120 語あたりが一般的な
数値である。これに対して、外国人向け VOA
Special English のスピーチ・レート(発話速
度)が約 100WPM で、一般(ネイティヴスピー
カー)向け VOA News では 140～150WPM、CNN
や ABC News、映画で 180～200 WPM 程度であ
る。

日本人大学生 193 人の英文読書速度

通常、自分の読書速度より速く読もうとす
ると意味が捉えられなくなるが、同様に、ス
ピーチ・レートと読書速度の大きな乖離の意
味するところは、自分の読書速度よりも速い
スピーチ・レートで話された場合、意味の理
解が困難になってしまうということである。
つまり、スピーチ・レートが約 100WPM の VOA
Special English なら読解速度 102.69WPM の
平均的日本人大学生はなんとか意味を処理
しながら追いかけていけるが、スピーチ・レ
ートが彼らの読解速度を上回る VOA、CNN、ABC
などの News、映画となると、部分的に聞き取
れるにしても、連続する発話に対して意味処
理速度は明らかに及ばないのである。逆の視
点から見れば、「ナチュラルな英語の聴き取
り率を向上させるには、読書による意味処理
スピードを上げることが有効」と予測される。
以上のようなことから、本研究課題では、

「ナチュラルな会話スピードに学習者の意
味処理スピードが追いつかない」問題を解決
するために、持続的、かつ効果的な多読・速
読学習法の提供を可能にするリーディング
用プログラムの開発し、そのプログラムを実

際に利用して、どの程度多読・速読による意
味処理スピードのアップが可能かを検討す
る。

４．研究成果
（１）PREMAβの開発
PREMAβ(プリーマベータ)はインターネッ

ト上の英文書を多読・速読練習し、その履歴
を学習者と教員が一目で確認できるウェ
ブ・プログラムである。
まず、学習者はウェブ上に無尽蔵に存在す

る英文記事から自由に記事を選び、PREMAβ
に copy & paste する。

ウェブの英文を PREMAβに copy & paste

そして好きなタイトルを付けて作成ボタ
ンを押すと次のような練習画面が現れる。

PREMAβトレーニングページ



このページでは自動的に語数がカウント
され、タイトルや日時とともに記録できる状
態になっている。つまり、ここでは、何百、
何千冊の多読・速読用書物の代用品としてイ
ンターネット上のウェブページを利用し、ス
トップウォッチやエクセルの役目を PREMAβ
に任せてしまうわけである。

Reading が終了し、学習者が完了ボタンを
クリックするとつぎのページが現れる。ここ
では、記録を残すか残さないかの選択肢が用
意され、「つまらなければやめる」にも対応
している。「時間にとらわれていると楽しめ
ない」なら、記録を残さなければいいだけで
ある。

PREMAβトレーニング結果表示

次の図上の画面ではタイトル・ワード数・
リーディング時間・リーディングスピード
(wpm)が記録され学習者と教員の両方から確
認することが可能である。日次ベース（図４
上）では各トライアルの日時、語数、スピー
ドが表示され、さらにクリック一つでタイト
ル等のストーリー情報が参照可能である。月
次ベース（図下）では、トライアル回数、お
よび平均スピード、最高スピード、最低スピ
ード、そしてその年の読書総語数が表示され
ている。この月次ベースの成績管理ページは、
各学生の学習量、および学習成果を観察でき
る。

PREMAβトレーニング成績管理

次の図は教員のみが参照できるスコアリ
ング・マネジャー画面である。教員はスコア
リング・マネジャーを利用すると学生たちの
学習状況を登録クラスごとに一覧で確認す

ることができる。

PREMAβスコアリング・マネジャー

ここまでが REMAβのセルフアクセス用機
能であり、次に教員が課題を設定する場合に
ついて述べる。

次の図は学習者に対して課題を与える場
合に使用するページで、教員はここで出題形
式を選択することになる。現在のところ一問
一答、時間制限形式、リスニング用選択問題
を装備している。

教員が課題を設定する-課題形式の選択-

次の図は先に述べた学生が自分用のリーデ
ィング課題を作成する際に用いるページと
全く同じ発想であり、あらゆるデジタル教材
を課題として利用できるものである。

copy & paste で教材課題作成

ここでは、リーディング用英文に対して任



意の数の質問数が設定できる機能、さらに正
答しないと次の英文課題に進めないように
する正答制限機能を設けている。この機能は
英文を読まないで適当に答えを選択したり、
学習者が問題を先読みしようとしたりする
ことを防止するのに役立つものである。

次の図は選択肢の設定画面であり、選択
肢の数、選択肢の内容、解答が設定できる。

教員が課題を設定する-選択肢の設定-

これらの一連の動作を行うと、次図のよう
な時間制限形式課題が出来上がるのである

時間制限形式課題の教材リストの例

次の図上がリーディング課題で、下が内容理
解を問う選択肢である。

学生が課題を行う画面

以上のように PREMAβはウェブ上に存在す
る無尽蔵の英文ページを教材として、効率的

な学習を行うための最適なプログラムの確
立を目指している。PREMAβを利用すれば、
書籍に対する高額な予算は不要であり、場所
の条件もインターネット接続環境のみであ
る。さらに学生・教員の手間ヒマも通常の教
室で行う多読授業に比べて格段に少なく、こ
れだけで教育環境格差を克服するための一
助となるであろう。

（２）PREMA の開発
（１）で見てきたように PREMAβではウェ

ブ上に存在する英文記事から多読速読演習
に適した記事を自由に選び、学習履歴を自動
的に記録し確認できるシステムを構築した
わけだが、それでも題材がインターネット上
に存在するウェブページが対象なので、実際
に読み始めてみないと、その英文レベルがど
れくらいなのかが判断できないという問題
は解消できていない。また、コピー＆ペース
トといういわゆる面倒な作業も残ったまま
である。
そこでこのような不便さを解消するため

に、PREMAβの良さを残しつつ、次の①～③
のような機能を備えた速読・多読に特化した
専用ブラウザ PREMA を開発した。

①読み込んだホームページをなんら加工
することなく、ハイライトとクリックだけで、
多読・速読のための読語数・読書時間・１分
間あたりの読語数を表示・記録する機能を備
えている。
②読み込んだホームページに表示されて

いる言語の語彙レベル・文章レベルを判定・
表示する機能を備えている。
③ESP に対応すべく語彙レベル判定のため

に内蔵辞書をユーザーが簡単に追加・削除が
できる。

次の図は一般的なブラウザとほぼ見た目
は同じ PREMA の通常画面である。

PREMA の通常画面

読みたい記事をハイライトし、Analyze ボタ



ンをクリックする。

読みたい記事をハイライト

すると次のように語彙レベル・英文レベルが
分析されポップアップで表示される。

語彙レベル・文章レベルを表示

あとは読み始めに記録ボタンをクリックし、
読み終わりにストップボタンをクリックす
ると以下のような CSVで学習履歴が残ってい
く。

CSV の学習履歴

さらに Switchable Word List System の開発
を行った。これにより、ユーザーレベルでワ
ードリストを 100 種類まで搭載・変更するこ
とができ、 ESP (English for Specific
Purpose) 向けの教材でも語彙レベル判定が
スムーズに行うことが可能となっている。

Switchable Word List System

（３）１０万語チャレンジ
本研究において我々は二つのプログラム

を開発してきたわけだが、PREMAβはすでに
複数の大学の語学系授業で実際に使用され、
その実用度を上げてきた。また、夏季休暇中
に希望者に対して「多読・速読 10 万語チャ
レンジ」と称する企画を行い、「読書による
意味処理スピードを上げること」が可能かど
うか観察を行ってきた。

しかし、これまで任意での参加希望者は 18
名で、そのうち 10 万語を達成したのは 5 名
のみである。また、リーディング語数も対象
教材もまちまちで統計的に云々できるレベ
ルではないが、それでもじっくり読み込んで
いる学生のリーディングスピードは明らか
に速くなっている。

（４）今後の課題
10 万語チャレンジで不十分ではあるが、本

プログラムの活用により読書スピードを上
げることが可能であるとの見通しは立った
が、当初の「ナチュラルな英語の聴き取り率
を向上させるには、読書による意味処理スピ
ードを上げることが有効」という予測に関し
ては、被験者のリスニングテストなどの結果
を見る限りは反映されていない。
今後はさらに被験者を増やし、持続的、か

つ効果的な多読・速読学習法の提供により、
読書スピードを上げ、多読・速読による意味
処理スピードのアップが可能かを引き続き
検証していく。
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